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であった。ミナ ミイオウスジヒメカタゾウムシは1981年以来36年ぶ りに2例 目の確認とな
ったほか、コケムシ亜科の1種 など未記載種の発見 もあり、今後の解析結果が期待 される。
3回の総合学術調査で識別 された計184種を整理すると、南硫黄島の昆虫相の偏 りが明確 と
なった。若 く険しく厳 しい島の環境への定着の困難 さからか、多 くの分類群が欠落する。捕
食者、花粉媒介者、分解者、寄生者等、様々な生態的地位 において特殊な状況が見られ、一
部はニッチの置き換わ りが起きていることも示唆された。また、南硫黄島固有の昆虫類に注
目すると、ミナ ミイオウヒメカタゾウムシでは標高に応 じて生息密度が急激に変化 していた
り、ミナミイオウムネボソアリでは翅を持たないオスが発見 されたりするなど、他の地域で
は見 られない変化を生 じていることも明 らかとなってきた。
アカカ ミアリ等、隣接する硫黄島からの侵略的外来昆虫の侵入は今回も確認されず、、南硫
黄島の昆虫相は健全な状態であることを確認 した。一方で、複数の 目立ちやすい広域分布種














に原生 自然環境保全地域に指定された後は、上陸は厳 しく制限されている。近隣の島々 とは、
硫黄島か ら約60㎞、北硫黄島か ら約130㎞と距離があること、海岸は崖地で覆われている




















対 し、高標高域では雲霧帯を形成す るなど、標高の変化に伴 う環境の変化が著 しい。その環
境の変化に応 じて島内に生息する昆虫のニッチへの適応 に変化が生 じている可能性がある。
過去の調査において ミナ ミイオ ウヒメカタゾウムシ、 ミナ ミイオ ウスジヒメカタゾウムシ、





















域によって設置可能な限 りの1日 一9日の期間で設置 して調査を行った。なお、今回の調査




詳細な行程と トラップ設置の記録は以下のとお りである。また、図1に は トラップの設置
地点、および踏査ルー トを示 した。各踏査中はおよそ標高100mごとを1区 画として、スイ
ーピング、ビーティング、シフティングによる一般採集 を行った。
6月14日(森)船 一海岸ベー スキャンプ(BC)一 海岸林(ア カパ ラ)-BC一 船 〈宿 泊〉
アカパ ラ:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ設 置、 ピッ トフォール トラップ設置
6.月15日(森)船 一BC一標 高500mコブガシ林 ・崩壊 地(コ ル)〈宿泊〉
コル:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ設置
6.月16日(森)コ ル ーBC一船 〈宿 泊〉
コル:ピ ッ トフォール トラップ設置、 ライ ト・カイ ロモ ン トラップ試料 回収
350m:ライ ト・カイ ロモ ン トラップ設 置
6.月17日(森)船 一BC一アカパ ラーBC一船 〈宿泊〉
アカパ ラ:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収、 ピッ トフォール トラップ回収
6.月18-19日(森)海況不 良によ り船 内待機i
6.月20日(森)船 一BC一 コル 〈宿 泊〉
一253一
350m:ライ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収
コル:ラ イ ト・カイ ロモ ン試 料回収
6月21日(森)コ ル ー山頂 〈宿泊>
750m:ライ ト・カイ ロモ ン トラッフ。設 置、 ピッ トフォール トラ ッフ。設置
山頂:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラッフ設 置、 ピッ トフォール トラップ設 置
6.月22日(森)山 頂 一海岸BC一 船一父島(苅 部)船 一海岸BC〈 宿泊〉
山頂:ラ イ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収
750m:ライ ト・カイ ロモ ン トラップ試料回収
コル:ピ ッ トフォール トラップ回収
350m:ヒ。ッ トフォール トラッフ。回収
BC:調査情報 引継 ぎ
6月23日(苅 部)海 岸BC一 コル 〈宿泊>
350m:カイ ロモ ン トラップ(サ ンケイ型)設 置
コル:カ イ ロモ ン トラップ(サ ンケイ型)設 置、 ライ トトラップ設 置回収
6月24日(苅 部)コ ル ー山頂 一コル 〈宿泊〉
山頂:カ イ ロモ ン トラップ回収、 ピッ トフォール トラップ回収
750m:カイ ロモ ン トラッフ。回収、 ピッ トフォール トラ ッフ。回収
コル:ラ イ トトラップ設置回収
6月25日(苅 部)コ ル ー海岸BC一 船 〈宿泊〉
コル:カ イ ロモ ン トラップ回収、カイ ロモ ン トラップ(サ ンケイ型)回 収
350m:カイ ロモ ン トラップ回収、カイ ロモン トラ ップ(サ ンケイ型)回 収
6.月26日(苅部)海 況不 良によ り船 内待機
BC班 に よ りアカパ ラ:カ イ ロモ ン トラ ップ回収
2-1.ラ イ トトラップ法、カイロモン トラッフ.法(図2a,b,c,f)
南硫黄島は非常に急峻であ り、登墓ルー ト、調査時間も限定されることから、前回調査で
も実施 した各種誘引 トラップを用いて踏査可能範囲の周辺の昆虫相 を効率的に把握するこ
とが重要である。そこで、森(6.月14日一22日)は紫外線LED灯、フ.ラスチ ックシー ト、







はライ トトラップにカイロモンを追加で取 り付 ける形で設置をした。LED灯の点灯時間は






2-2.ベ イ トトラップ法(ピ ッ トフォール トラップ法)(図2d,e)











シュネ ット む し社×ウル トラフレーム極 昌栄、森:150cmアル ミ製くりだし竿 志賀昆虫





















は属が確定 していない17種 も含んでお り、現在までに同定された種、または属まで確定し
た種の合計は99種である。過去の調査において同様に属、または種まで識別されていた種







図4に は主な昆虫類について示 した。なお、表1で は前回調査分に苅部 ・松本(2008)以降
に分類が確定 したものも加 えている。また、1982年調査時の未同定種 と今回の未同定種が合
致するか不明なものもあるが、今回は合致すると仮定して記録を整理 した。
3-2.新 たに記録された昆虫類




























・カモ ドキサ シガ メの1種 一Emρicoris?sp.南硫黄 島初記録
海岸部 のクサ トベ ラ群落のスイー ピングによ り得 られた。
・コマダラナガカメムシSpilostethushospes小笠原諸島初記録
標高400m付近のナンカイ ウスベニニガナの群落周辺より多数観察された。全身に赤 と黒
のまだ ら模様を持ち、よく目立つ色彩を呈 しているが(図3c)、過去の採集において採集 さ
れてお らず、近年南硫黄島に移入 した可能性がある。ただし、本種はこの群落 と他2か 所(標
高50m、500m)でのみ採取 されてお り、登禁ルー ト上でもパ ッチは限られていたことか ら、


























複眼が欠失 してお り、土中の間隙等の地中生活に適応 しているものと推定 される。盲目無翅
のコケムシとしては、パプアニューギニアのビスマルク諸島からLiliutella属が1種 、ヨー
ロッパか らEudests属とPsαvdoevdesis属がそれぞれ3種 ずつ記録されているが、東アジアや
近隣の太平洋地域か らは知 られていなく、属 レベルで未記載の可能性が高い。南硫黄島にお
ける特殊な進化の事例と考えられる未記載種であり、分類学的 ・進化学的に興味深い。
・ナ ン ヨウニセ ツツマ グソコガネAtaeniuspaCiJt7CttS南硫黄 島初記録
標 高500mの 土 壌 サ ンプル か ら抽 出 され た。過 去 の調査 では ヒメケ シマ グ ソコガ ネ























山頂部 の土壌サ ンプルか ら得 られた。
















海岸林のホ ソバヤ ロー ドの花 よ りスイー ピングに よ り採集 され た。
・キイ ロシ ョウジ ョウバエDrosophilamelanogaster南硫黄 島初記録
・フサ クシシ ョウジ ョウバエDrosoρhilαpectinOfera南硫黄 島初記録














海岸部 のクサ トベ ラ群落のスイー ピングによ り得 られた。
・オオホ シ ミミヨ トウCondicaillecta南硫黄 島初記録
標高500mのライ トトラ ップで採集 された。
・ハスモンヨ トウSpodoρteralitUra南硫黄島初記録
海岸部か ら山頂部までのライ トトラップで採集 された。広域に分布する種であり、小笠原
群島にも多い。
・イチ ジクキンウワバChiysodeiXtSeriosoma南硫黄 島初記録




調査でも本種のような大型種を含 めて新たに5種が追加 されてお り、今後も新知見が期待 さ
れる。
・エビガラスズメ 取 廊 ωηγ0伽〃 南硫黄島初記録
開張80-100mmとなる大型の種である。標高500m-900m(山頂部)で ライ トトラップ
に多数飛来 したほか、ノアサガオの葉を摂食する幼虫も確認 され、世代を繰 り返 しているこ
とが確認された。過去の調査のライ トトラップでは記録 されていなかったが、今回は食草と
して知 られているヒルガオ類が各所に繁茂していたことから、近年になって飛来し定着に成

























標高200-300mのスイー ピングで得 られた。佐藤(1983)の種 と同一か検討 が必 要であ る。
・クサカゲ ロウの1種C腕8qρ αsp.
山頂部のスイー ピングで得 られた。佐藤(1983)の種 と同一か検討 が必 要であ る。
・コル リエンマムシSaprinus(yaneusaun'collts
山頂部のライ ト・カイ ロモン トラップに多数飛来 したほか、同地域の樹上スイーピングで









・ミナ ミイオウ トラカ ミキリChloroρhorusminamiiwominamiiwo
本種は過去2回 の調査において、山頂付近のガクアジサイに飛来す ることが確認されて
お り、山頂部に限定的に生恩する可能性が指摘 されていた(佐藤 、1983;苅部 ・松本、2008)。
今回の調査中もガクアジサイの開花期とな り、山頂部では多数の個体が確認 されたほか(図
4d)、周囲のコブガシの葉などのビーティング等でも得られた。一方、海岸に近い森林(標




























ヌビワの食害は激 しく、1枚 の葉に20頭 以上が群が り、枝部まで謁られていることもあっ
た。また、本種の垂直分布 には顕著な偏 りが見られてお り興味深い。詳細は4-3で述べる。





l981年に日本シダの会が実施 した調査で1頭 のみ採集 されてお り、森本ほか(2015)に
より新種 として記載された(図3p)。標本には採集 日以外の晴報がなく、過去2回 の調査で
も発見されなかったが、今回標高680m付近のコブガシの枯れ葉のビーティングにより1頭
のみ得 られた。近縁種であり北硫黄島に生息するキタイオ ウスジヒメカタゾウムシは、オガ








落において、コロニーを発見した。ススキの枯死 した茎部内部に営巣 してお り、コロニーの
全貌ではなかったものの働 きア リ、幼虫、繁殖虫を計100頭程度確認 した。母島においては
近縁種で小笠原群島固有のオガサワラムネボソア リの営巣を確認しているが、朽木の樹皮下
であり、これとは異なっていた(小松ほか、2012)。どちらも1事例のみであるため、今後の
追加調査が望まれる。巣内か らは女王5頭 、雄3頭 も発見 された(図6)ほ か、標高800-
900mのススキ上か らも雄が採集 された。巣外で活動する個体も記録されたことからこの時
期に結婚飛行が行われるようである。発見 された雄(n〒6)には全て翅がなかった。ムネボソ
アリ属Temnothorexでは無翅の雄が記録 されたのは世界で他 に1例 しか知 られてお らず



























































滅、侵入も繰 り返 されていることが伺える。 この変遷 に関 しては、今後 も同定解析を進め、
定量的な評価を行 うことにより、より詳細な特徴を明らかにす る予定である。
4-2.種 構成の偏 り






亜 目等、淡水に依存する昆虫は見 られないほか、 トンボ目も過去にウスバキ トンボの飛来が















同じ食材性でもカ ミキリムシ科ではミナ ミイオウ トラカミキ リが定着 している。小笠原諸島


























今回の調査ではミナ ミイオウヒメカタゾウムシが島内で最も優 占す る甲虫であった。この
種について標高における生 自位 置を確認すると図5の とお りであり、高標高地域に偏った分
一266一












第1に 、生態的に海鳥と密接な関係 を持つ昆虫が挙げられる。オース トンウミツバメの羽










は、海鳥の糞、吐き戻 し等が多 く確認 されると、その周 りには霧 しい数のハエが舞い、いく
つものハエ団子が出来上がるほどであった(図4j)。佐藤(1983)も指摘しているが、陸上
の捕食動物が大型肉食昆虫を含めて欠落 しているため、ハエ類や トビカツオブシムシがその

































物であるアカカ ミア リの交尾済み女王の飛来が30頭 以上確認されていることから(森、未
発表)、南硫黄島への侵入可能性 も指摘されていた。植物では前回調査時に初めて侵入が確




洋上の南方定点(29。N,35。E)観測船でも頻繁に飛来が確認 された記録があ り(朝比奈 ・鶴
岡、1970)、遠方からの飛来可能性がある。また、北60㎞に位置する硫黄島で分布が確認さ
れてお り(苅部、未発表)、硫黄島から分散 した可能性もある。35年とい う時間の中でも島







か ら一名に変更 したことにより、 トラップの設置期間を延長することができた一方で、荷揚
げ労力の制限か ら複数の トラップを混合する必要が生じた り、短期で想定していた保存液の
使用で試料が腐敗するなどの問題が生 じた りした。一方、今回の調査においても、スイーピ










調査に使用できるLEDライ トが存在 していなかった)が、本調査では、近年開発 ・市販 され
た紫外線LEDライ ト(単4乾 電池 ×3)、クリアファイルとプラカップの トラップを用いる
ことにより、大幅に軽量化、コンパク ト化 された。機材の変更により経年比較の精度は下が
るが、南硫黄島では トラップの運搬 コス トは調査の制限要因となるため、変更のメリットが











経験的に小笠原地域ではこの種の トラップが有効な採集方法 として機能 しないのである
が、今回の調査では特に林床の昆虫に着 目することもあり、可能な限 りの手法の1案 として
実施 した。しかし、誘引餌 として用いたツナハチ ミツは無数のハエ類、およびカニ類、ヤ ド
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Insect fauna on Minami-Iwo-To Island
 Hideaki MORI1*, Haruki KARUBE2& Toshio KISHIMOTO3
1. Japan Wildlife Research Center, 3-3-7 Kotobashi, Sumida, Tokyo 130-8606 Japan 
2. Kanagawa Prefectural Museum of Natural History, 499 Iryuda, Odawara, Kanagawa 250-0031 Japan 
3. Museum of Natural and Environmental History, Shizuoka, 5762 Oya, Suruga, Shizuoka, Shizuoka 
 422-8017 Japan 
* hmori@jwrc.or.jp (author for correspondence)
    We surveyed insect fauna on Minami-Iwo-To Island from June 14 to 27, 2017. While expert 
identification f specimens i ongoing, we have already confirmed 116 species from 10 orders and 68 
families, of which 36 species were recorded on Minami-Iwo-To Island for the first time and eight were 
the first records in the Ogasawara Islands. The endemic weevil Torishimazo minamiiwoensis has been 
confirmed for the first ime in 36 years (since 1981), and we discovered some new species, including a
new scydmaenine b etle. Over the three most recent surveys, a total of 184 insect species have been 
recorded. There is a clear bias in the composition of insect fauna on this island. The extreme habitats on 
the young island seem to cause the "anharmonic" taxa, which affects the ecological niches of insect species 
such as predators, pollinators, decomposers, and parasites. In some cases, species may occupy 
replacement niches. 
  We found several notable features relating to the island's endemic nsects. There were drastic hanges 
in the population density of the flightless weevil Satozo minamiiwoensis along an altitudinal gradient. In
the endemic ant Temnothorax mekira, males (which usually have to fly to mate) were wingless. 
  Surveys conducted by the same research team along the same route at a 10-year interval enabled the 
monitoring of transitional changes in insect communities on this small oceanic island. Fortunately, we 
discovered no invasive alien species which spread in neighboring island, such as the tropical fire ant 
Solenopsis geminata. On the other hand, the establishment of new records and the absence ofconspicuous 
species from earlier surveys uggests hat migration and extinction of insects have occurred repeatedly on
this island during the past several decades. The insect fauna on Minami-Iwo-To Island would provide a
good model for investigating ecosystems and the processes ofevolution on oceanic islands.
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図1.南 硫 黄 島 に お け る 昆 虫 類 調 査 の 踏 査 ル ー トお よ び トラ ッ プ 設 置 地 点.
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図2.昆 虫 類 調 査 の 実 施 状 況.
a.カ イ ロモ ン ・ラ イ ト トラ ッ プ(昼)、b.カ イ ロ モ ン ・ラ イ ト トラ ッ フ.(夜)、c.カ イ ロ モ ン
トラ ップ(専 用 型)、d.ピ ッ トフ ォ ー ル トラ ッ プ(設 置 前)、e.ピ ッ トフ ォ ー ル トラ ッ フ.(設
置 後)、fラ イ ト トラ ッ プ(専 用 型)、g.ビ ー テ ィ ン グ 調 査 、h.ツ ル グ レ ン 装 置(船 内)、i.ツ



























図3.調 査に よ り記録 された主な南硫 黄島の昆虫類
Figure3.NotableinsectspeciesoccurredinthesurveysinMinami-lwo-ToIsland.
図3.(前 頁)a.コ ガタ ウミアメンボ、b.ウミミズカメムシ?、c.コ マダ ラナガカメムシ、
d.ウンカ科 の1種 、e.チョウカクハジラ ミ科 の1種 、fオ ガサ ワラモ リヒラタゴ ミムシ、g.
コル リエ ンマ ムシ、h.ナン ヨウニセツツマ グソコガネ、i.オガサ ワラツヤケ シコメツキ、j.
一277一
トビ カ ツ オ ブ シ ム シ 、kコ バ ケ デ オ ネ ス イ 、1.ケ シ キ ス イ の1種 、m.オ ガ サ ワ ラ ホ ソ チ ビ
キ カ ワ ム シ 、n.ミ ナ ミ イ オ ウ トラ カ ミキ リ、o.イ オ ウ ジ マ ケ シ カ ミ キ リ 、p.ミ ナ ミ イ オ ウ
ス ジ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、q.ミ ナ ミ イ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、r.オガ サ ワ ラ キ ク イ サ ビ ゾ ウ ム









図4.(次 頁)aオ ガ サ ワ ラ カ ネ タ タ キ(褐 色 型)、b.オ ガ サ ワ ラ カ ネ タ タ キ(赤 色 型)、c.
コ ブ ガ シ に 営 巣 す る イ オ ウ ヨ ツ ボ シ オ オ ア リ、d.ガ ク ア ジ サ イ 上 で 交 配 す る ミナ ミ イ オ ウ ト
ラ カ ミ キ リ、e.イ オ ウ ノ ボ タ ン を 摂 食 す る ミナ ミイ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、fガ ク ア ジ サ イ
を 摂 食 す る ミナ ミイ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ 、g.ト キ ワ イ ヌ ビ ワ を 摂 食 す る ミ ナ ミ イ オ ウ イ メ
カ タ ゾ ウ ム シ 、h.ト キ ワ イ ヌ ビ ワ か ら現 れ た イ チ ジ ク コ バ チ の1種 、i.アカ オ ネ ッ タ イ チ ョ
ウ の 雛 に 付 着 す る イ エ バ トシ ラ ミバ エ 、j.海 鳥 の 吐 き 戻 し に 群 が るハ エ 類 。





















































図5.南 硫 黄 島 に お け る ミ ナ ミ イ オ ウ ヒ メ カ タ ゾ ウ ム シ の 垂 直 分 布.








































図6.ミ ナ ミ イ オ ウ ム ネ ボ ソ ア リの コ ロ ニ ー 構 成.
a.ス ス キ 内 の 巣 に 出 入 りす る ワー カ ー と無 翅 の オ ス 。b.巣 内 か ら得 られ た カ ー ス ト。 コ ロ ニ





表1.南 硫 黄 島 で 記 録 さ れ た 昆 虫 類 の 種 リ ス ト.
1982年、2007年 の 調 査 記 録 も 併 せ て 示 す 。 南 硫 黄 島 新 記 録 はn、 小 笠 原 諸 島 初 記 録 はmで
示 した 。 過 去 の 調 査 で 属 以 下 の 分 類 が 不 明 で あ る 種 は 今 回 の 調 査 結 果 と 対 応 で き な い 場 合 は









新 第1回 第2回 第3回
記 総合調査 総合調査 総合調査
録(1982)(2007)(2017)
ト ビ ム シ 目Collembola
ヤ マ ト ビ ム シ 科Pseudochorutidae
lヤ マ トビムシ の1種Brachystomellasp。
イボ ナ シ トビ ムシ 科Aphorommidae
2フ クロヤ マ トビム シの1種Paranurasp.
ツ チ ト ビ ム シ 科Isotomidae
3メ ナ シ ツチ トビムシIsotomiellaminor
4コ ツチ トビム シProisotomaminima
5マ キゲ トビムシDesoriasensibilis
6コ ガタドウナ ガツチ トビムシFolsomidesparvulus
ア ヤ ト ビ ム シ 科Entomobryidae
7ア ヤ トビムシ の1種Leρidosirasp.
マ ル ト ビ ム シ 科sminthuridae
8マ ル トビムシ の1種Sphaeridiapumilus
ト ン ボ 目Odonata
ト ン ボ 科Libellulidae
9ウ スバ キトンボPαntalaflαvescens
ゴ キ ブ リ 目Blattaria
オ ガ サ ワ ラ ゴ キ ブ リ科Pycnoscelidae
lOオ ガサ ワラゴキブ リPycnoscelissurinamensis
ゴ キ ブ リ 科Blattidae
llワ モ ンゴキブリPerilanetaαmericanα
12コ ワモ ンゴキブ リPerilanetaaustralasiae
バ ッ タ 目orthoptera
ク サ ヒ バ リ 科Trigonidiidae
l3ウ スモ ンナ ギ サスズCaconemobiustakarai




























ハ サ ミ ム シ 目Dermaptera
ハ サ ミ ム シ 科Anisolabididae
l5コ ヒゲ ジ ロハ サ ミムシ
16ハ マ ベハ サミム シの1種
カ ジ リ ム シ 目Psocodea









































マ ドチ ャ タ テ 科Peripsocidae
マ ドチャタテ の1種Ectopsocussp.
チ ョ ウ カ ク ハ ジ ラ ミ科Philopteridae
チ ョウカクハ ジ ラミ科 の1種PhilopteridaeGenetsp.
カ メ ム シ 目Hemiptera









キ ジ ラ ミ科Psyliidae
キジラミ属の1種
キジラミ科の1種
トガ リキ ジ ラ ミ科ToriZinae
トガリキジラミ科の1種
カ タ カ イ ガ ラ ム シ科Coccidae
カタカイガラムシの1種
ア メ ン ボ科Gerridae
コガタウミアメンボ
ミズ カ メ ム シ科Mesoveliidae
ウミミズカメムシ?





マ キバ サ シ ガ メ科Nabidae
ミナミマキバサシガメ
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ツ チ カ メ ム シ科Cydmidae
ヒメツチカメムシ
ア ミメカ ゲ ロ ウ 目Neuroptera
ヒメ カ ゲ ロ ウ科Hemerobiidae
45ヒ メカゲロウ科の1種
ク サ カ ゲ ロ ウ科Chrysopidae
46ク サカゲロウ科の1種
コ ウ チ ュ ウ 目Coleoptera
オ サ ム シ 科Carabidae
47オ ガサワラモリヒラタゴミムシ
エ ン マ ム シ科Histeridae
48コ ルリエンマムシ
49ツ ブエンマムシの1種
ム ク ゲ キ ノ コム シ科Ptiliidae
50ム クゲキノコムシの1種














コガ ネ ム シ科Scarabaeidae
64ヒ メケシマグソコガネ
65ナ ンヨウニセツツマグソコガネ
コメ ツ キ ム シ科Elateridae
66オ ガサワラツヤケシコメツキ
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ナ ガ シ ン ク イ ム シ 科Bostrychidae
オオ ナ ガ シン クイUeterobostrychushamatipennis
ツヤヒメナ ガシ ンクイXylopsocuscastanopterUS
ヤ コ ブ ソ ン ム シ 科Jacobsoniidae
ヤ コブ ソンムシ 科(DerolathrUS)の1種DerolathrusatomUS?
ネ ス イ ム シ 科Rhizophagidae
コバ ケデ オ ネスイMimemodes/aponus
ケ シ キ ス イ 科Nitidulidae




チ ビ ヒ ラ タ ム シ 科Laemophloeidae
ツヤケシチ ビヒラタムシNipponophloeusboninensis
ホ ソ ヒ ラ タ ム シ 科Silvanidae
モ ンセマ ルポソヒラタムシCryptomorphadeSJ'ardinsi
コ メ ツ キ モ ドキ 科Languriidae
ヒメムクゲオ オキ ノコムシCryptophiluspropinquus
ミ ジ ン ム シ 科Corylophidae
ミジ ンムシ科(Sericoderus)の1種Sericoderussp。
ミジ ンムシ科((710eosoma?)の1種Gloeosoma?sp.
テ ン トウ ム シ 科Coccinellidae
クロスジヒメテ ントウScymnusnigrosuturαlis
ヒ メ マ キ ム シ 科Lathridiidae
ヒメマキムシ 科(Munfordia?)の1種Munfordia?sp.
コ キ ノ コ ム シ 科Mycetophagidae
ヒメコキノコム シ(Litargus)の1種Litargussp.











チ ビキ カ ワ ム シ科Salpingidae
オガサワラホソチビキカワムシ
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ハ ム シ 科Chrysomelidae
ル リナ ガスネ トビハ ムシ
ヘ リグロテ ントウノミハ ムシ
ミ ツ ギ リ ゾ ウ ム シ 科Brentidae
アリモ ドキゾウム シ
ゾ ウ ム シ 科Curculionidae
ミナ ミイオ ウヒメカタゾウムシ




オ サ ゾ ウ ム シ 科Rhynchophoridae
オガ サ ワラキクイサ ビゾウム シ










ア シ ブ トコ バ チ 科Chalcididae
アカアシ ブ トコバ チ
イ チ ジ ク コ バ チ 科Agaonidae
イヌビワコバ チ(Blastophaga)の1種
コ ガ ネ コ バ チ 科Pteromalidae
コガネ コバ チ 科 の1種
ア リ科Formicidae
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127イ オウヨツボシ オオ アリ
ハ キ リ バ チ 科Megachilidae
l28ア サ ヒナ ハ キ リバ チ
129ハ キリバ チ の1種
コ シ ブ トハ ナ バ チ 科Anthophoridae
l30オ ガサ ワラツヤ ハ ナ バ チ
ハ エ 目Diptera
ヒ メ ガ ガ ン ボ 科Limoniidae
l31ヒ メガ ガ ンボ(Linonia族)の1種
キ ノ コ バ エ 科Mycetophilidae
l32キ ノコバ エ(Allodia属)の1種
ノ ミバ エ 科Phoridae
l33ノ ミバ エ科 の1種
ハ ナ ア ブ 科Syrphidae
l34ト ゲ ヒメヒラタアブ
135オ ガサ ワラハ ラナ ガハ ナ アブ
ク ロ ツ ヤ バ エ 科Lonchaeidae
l36ク ロツヤ バ エ 科 の1種
シ マ バ エ 科Lauxaniidae
l37ハ ラトゲ シ マバ エ
138デ ガ シラシマバ エ
ハ モ グ リバ エ 科AgromyZidae
l39ダ イズ クキモ グリバ エ
140イ ソベ バ エ の1種
キ モ グ リバ エ 科Chloropidae
l41リ ュウキ ュウトゲ アシキモ グリバ エ
142イ オウジマ トゲ アシ キモグリバ エ
143ハ マ ベ クキキモ 夘 バ エ
シ ョ ウ ジ ョ ウ バ ェ 科Drosophilidae
l44キ イロシ ョウジ ョウバ エ
145フ サ クシシ ョウジ ョウバ エ
146オ ナ ガシ ョウジ ョウバ エ
147オ ウトウシ ョウジ ョウバ ェ
148シ ョウジ ョウバ エ 属 の1種
シ ラ ミ バ エ 科Hippoboscidae
l49イ エバ トシラミバ エ
ク ロ バ エ 科Calliphoridae
l50オ ガ サ ワラキンバ エ
151ス ネアカキ ンバ エ
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154ツ マ グロキンバ エ
ニ ク バ エ 科Sarcophagidae
l55ミ セ ラニクバ エ
156ニ クバ エ科 の1種
チ ョ ウ 目Lepidoptera
ハ マ キ ガ 科Tortricidae
l57セ ウスイロハ マ キ








メ イ ガ 科Pyralidae
l65マ ダラメイガ の1種
ト リ バ ガ 科Pterophoridae
l66ト リバ ガ科 の1種
シ ジ ミ チ ョ ウ科Lycaenidae
l67ウ ラナ ミシ ジミ
タ テ ハ チ ョ ウ科Nymphalidae
l68ア カ タテハ
169ヒ メアカタテ ハ
シ ャ ク ガ 科Geometridae
l70エ ダシ ャクの1種





174ア フ リカシ ロナ ヨトウ
175ハ スモ ンヨトウ
176ヒ メシロテン コヤ ガ
177マ ドバ ネ サビイロコヤ ガ?
178コ ヤガ(Amyna)の1種
179イ チ ジクキン ウワバ
180オ オシ ラホシア シブ トクチバ
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記 総合調査 総合調査 総合調査
録(1982)(2007)(2017)
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